『園冶』の日本への伝播とその影響 by 張, 渭涛





























































































































































































1 卷 1 冊





















無 写本 3卷 
3冊 
華日堂版 不明 京都大学 昭 和
39年 
 
奪天工 無 写本 1 卷 1 冊
(第 2卷) 


























































                                  共愛学園前橋国際大学論集              No.20 44
の残巻と日本内閣本との対校審査を村田志郎らに依頼し、様々たゆまぬ努力の結果、『園冶』
刊行から三百年後の 1932年には初めて中国国内で再刊できるようになった。 












































































して出版されたものは、中国語 17種類、日本語 4種、英語 2種、フランス語 1種、ハング












































3-1  The Craft of Gardens (Hardcover), translated by Alison Hardie：with a foreword by Maggie 
Keswick, New Haven: Yale University Press, 1989. （日本国立国会図書館所蔵） 
3-2  Yuanye illustrated: classical Chinese gardens explained（『園冶図釈』三冊），by Wu 
Zhaozhao,Chen Yan and Wu Di：English translated by Jinwu Ma(呉肇釗、陳艶、呉廸 図釈、
馬京勁 英訳)、北京:中国建築工業出版社、2012年。（日本国立国会図書館所蔵） 
4、フランス語訳本 1種 
4-1 Yuanye : La traite du jardin,(Collections jardin et paysages) translated by Che Bing Chiu(Qiu 
















冶』のために書いた注釈がそのまま収められている。陳植先生は 20 世紀 50 年代から『園





































































番 発表年（西暦） 「園冶」使用文献名・著者 意味 掲載文献・著作 
1 江戸天保１年(1830) 『嬉遊笑覧』・喜多村信節 作庭 『嬉遊笑覧』専著 
2 明治 17年（1884） 『園冶の問』『園冶の答』・未詳 作庭 『大日本美術新報』 
3 明治 18年（1885） 『小説神髄』・坪内逍遥 書名 『日本国語大辞典』 
4 明治 22年（1889） 『園芸考』・横井時冬 書名 『園芸考』専著 
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5 明治 22年（1889） 『詩文の粉飾』・内田魯庵 作庭 『日本国語大辞典』 
6 明治 26年（1893） 『園芸の話』・前田健次郎 書名・
作庭 
『日本美術協会報告』 
7 明治 28年（1895） 『平安通志』・湯本文彦 作庭 『平安通志』専著 
8 明治 29年（1896） 『園芸小考』・森鴎外 書名 『園芸小考』専著 
9 明治 32年（1899） 『園苑源流考』・小沢圭次郎 作庭 『園苑源流考』専著 
10 明治 38年（1905） 『庭園の話』・本多錦吉郎 作庭 『日本美術協会報告』 
11 明治 43年（1910） 『支那絵画小史』・大村西崖 書名 『支那絵画小史』専著 
12 大正 5年（1916） 『明治庭園記』・小沢圭次郎 作庭 『明治庭園記』専著 
 
五  『園冶』における日本近代学術分野に対する影響 
 





















よれば 41、日本近代園林研究史において『園冶』が最初に紹介された著作とは明治 22 年
（1889）歴史家横井時冬（1860-1906）の庭園専門書『園芸考』である。氏は本の中で『園
冶』と『花鏡』、『群芳譜』などの著作を中国園芸の専門書として紹介し、『園冶』が中国「庭
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る 64。 
 二つ目は大正昭和期に有名な造園学者で東京高等造園学校の創立者（現東京農業大学造


















の李桓は 2004 年から 2013 年にかけて、『園冶』における研究論文 2 篇と『園冶』3 章の翻
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 正に『漢書・芸文志』に「仲尼有言：礼失而求諸野」、顔師古注の「言都邑失礼、則於外
野求之、亦将有獲」とそれぞれ言われるように、『園冶』は 1634 年刊行されて以来、凡そ
























く、全ての論文は 2016年『「園冶」論叢』として出版された 72。 
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注釈： 
1 計成、『園冶』、日本国立公文書館、“内閣文庫-漢書-子部”所蔵：写本 3 巻 3 冊，江戸寛
政七年（1795）。 
2 橋川時雄解説、『園冶』序、東京：渡辺書店,1970。 
3 佐藤昌、『园冶研究』序、 日本造園修景協会東洋庭園研究会,1986。 
4 田中淡、「園冶の世界：明末の造園論」、『月刊しにか』編集室編、東京：大修館書店, 1994-02。 
5 陳植注释、『园冶注释』序、第二版、北京：中国建筑工業出版社、1988:1-7。 
6 田中淡、「中国造園史研究の現状と諸問題」、日本造園学会誌『造園雑誌』51－3、1985。 
7 山𦚰悌二朗、「長崎の唐人貿易」、『日本歴史叢書 6』、東京:吉川弘文館，1964。 




11  易向、「園冶在日本」、『每日頭条・文化版』、2018(6)。 





ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5,2012：24,表 7、引用の際に微調整がある。   
15 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5,2012、注釈 97。 
16 『国史大辞典』第十三卷、日本国史大辞典編集委員会編、東京：吉川弘文馆、1992: 850。 
17 同上第七卷、日本国史大辞典編集委員会編、東京：吉川弘文馆、1986：608-610。 
18 『内閣文庫百年史』、国立公文書館編、東京：汲古書院、1985：31-32。 
19  同上『内閣文庫百年史』、1985：30。 
20 同上『内閣文庫百年史』、1985：14。                                                              
21 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5、2012。 




24  計成、『園冶』、日本国立公文書館「内閣文庫・漢書・子部」所蔵、写本 3 卷 3 册、江
户寛政 7年（1795）。                           
25 韋雨涓、「造園奇書『園冶』の出版及び版本源流における研究」、『中国出版』、2014(5)：




















rt=ua 2019年 6月 20日閲覧。 
豆瓣サイト「中国造園史」グループ: ① オックスフォード漢学書目-園林部分、 
https://www.douban.com/group/topic/40355985/ 2019年 6月 20日閲覧。 
②『園冶』関連研究文献及び論文概要における資料： 




への深い影響」、『每日頭条・文化版』、 https://kknews.cc/culture/n3mply5.htm  






2014。『園冶』：中国の造園技術書。3巻。明末の計成の撰。崇禎 7 (1634) 年刊。本書は
相地、立基、屋宇、装折、門窓、墻垣、鋪地、掇山、選石、借景などの 10項目に分れ、



























理論と 17世紀日本造園藝術の実践理论」、（Borrowing the Landscape----Theory in China’s 






43 『造園修景大事典 5』、造园修景大事典委員会、同朋舎、1981:81、101。 
44 周宏俊、小野良平、下村彰男、「日本の造園における借景という用語の性格と変遷」、『ラ
ンドスケープ研究』オンライン論文集、Vol.5、2012、注釈 47。 
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45  同上、注釈 50。田村剛と上原敬二は『大日本山林会報』に発表された 13篇の論文とは：













ンドスケープ研究』オンライン論文集 Vol.5、2012、注釈 51。 
48 李桓、長崎総合科学技術大学准教授。『園冶』における著作は下記の 5篇の通りである。 
①「『園冶』とその著者」（『長崎総合科学大学紀要』44(2) 2004-03 p.371～376） 
②「翻訳と解説 『園冶』の翻訳(その 1)興造論」（『長崎総合科学大学紀要』44(2) 2004-03 
p.377～379） 
③「翻訳と解説『園冶』の翻訳(その 2)園説」（『長崎総合科学大学紀要』44(2) 2004-03 p.381
～383） 
④「相地：『園冶』の翻訳(その 3)敷地選び」（長崎総合科学大学紀要 53 2012 p.1-7） 
⑤「『園冶』の在日伝播及びその現代造園学の中の意義」、『中国園林・「園冶研究」特集、









56 『満洲建築雑誌』1934(4)- 1938(5)、大連：滿洲建築協會出版、1938。 
57  岡大路、『支那庭園論』（『シリーズ東亜建築撰書』）、東京：彰国社、1943。 
58 杉村勇造、『中国の庭―-造園と建築の伝統』、東京：求竜堂, 1966。 
59 稲次敏郎、「中国庭園の研究――住居と庭園の関係について」、『東京藝術大学美術学部
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紀要』1987(3)、東京：東京芸術大学美術学部編、1987。 
60 『日本美術年鑑・田中淡紹介』、東京文化財研究所、東京：東京文化財研究所、2013:422。 







66 「造園科学科のあゆみ」、東京農業大学造園科学科ホーム、https://www.nodai.ac.jp  
67  佐藤昌、『園冶研究』、東京：日本造園修景協会東洋庭園研究会出版、1986。 
68 楊馥妃、「中国と日本の庭園比較研究 :『園冶』と『作庭記』との比較を介して」、『日
本建築学会関東支部研究報告集 II』72－(593-596)、2002(2）。 
69 学位論文要旨データベース検索結果-東京大学学位論文データベース,  
https://repository.dl.itc.utokyo.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view
_main_item_detail&item_id=5549&item_no=1&page_id=28&block_id=31 。2019年 6月 20
日閲覧。 
70 公益社団法人日本造園学会「平成 24年度受賞者一覧」： 
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傅凡、李春青：29、浅析《园冶》中的“宜”, 汪宏、金荷仙：30、百艺《园冶》楷书历史, 
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Abstract 
The Dissemination and Impact of the Yuanye “The Craft of Garden” 
on Japan 
Weitao Zhang 
This paper examines the preservation in Japan of the book “Yuanye” and its current state 
of dissemination throughout the world, and also studies the acceptance and 
establishment of the art word “Yuanye” and the influence of “Yuanye” on modern and 
contemporary Japanese science. Moreover, the research results of foreign scholars 
living in Japan and the exchange of information concerning “Yuanye” between Japan 
and China are summarized comprehensivery. The history and the current state of the 
propagation and research of “Yuanye” between Japan and China are grasped completely. 
Keyword 
The Book of Yuanye, the Yuanye terminology, currency of editions, reception and 











    《园冶》：“园冶”：版本流布：接受与传播：交流与研究。 
